
　

牛
窓
町
公
民
館

　
文
化
祭
共
催
イ
ベ
ン
ト

　
パ
ソ
コ
ン
体
験
講
座

　
文
化
祭
（
邑
久
会
場
）
の
共
催

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
わ
い
わ
い
パ

ソ
コ
ン
メ
イ
ト
（
公
民
館
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
皆
さ
ん
に

よ
る
パ
ソ
コ
ン
体
験
講
座
を
開
催

し
ま
す
。事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
作
品
に
使
用
し
た
い
写

真
の
電
子
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合

や
、
作
品
の
電
子
デ
ー
タ
を
持
ち

帰
り
た
い
場
合
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
や
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　

▽
内
容
・
日
時

【
名
刺
︑
一
筆
箋
︑
フ
ォ
ト
ア
ル

バ
ム
︑
カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
】　

　

10
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

巻
の
九
十
三

　
11
月
25
日
（
日
）
に
、
ゆ
め
ト

ピ
ア
長
船
で
、「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
瀬
戸
内
市
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
」
と
は
、
豊

臣
秀
吉
の
参
謀
と
し
て
活
躍
し

た
戦
国
武
将
・
黒
田
官か

ん

べ

え

兵
衛

（
如じ

ょ
す
い水
）
に
ゆ
か
り
の
地
か
ら
、

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
す

る
行
事
で
す
。
官
兵
衛
は
、
策
略

や
交
渉
事
を
得
意
と
し
、
豊
臣
秀

吉
の
天
下
統
一
を
助
け
ま
し
た
。

秀
吉
は
、
官
兵
衛
の
才
知
を
高
く

評
価
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
座

を
脅
か
し
か
ね
な
い
人
物
と
し
て

恐
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

黒
田
氏
ゆ
か
り
の
地
と
し
て

は
、
官
兵
衛
が
生
ま
れ
た
兵
庫
県

姫
路
市
を
は
じ
め
、
黒
田
氏
発
祥

の
地
で
あ
る
滋
賀
県
長
浜
市
、
官

兵
衛
が
築
い
た
城
の
あ
る
大
分
県

中
津
市
、
黒
田
氏
が
江
戸
時
代
に

藩
主
で
あ
っ
た
福
岡
県
福
岡
市
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
瀬
戸
内
市
と
黒
田
氏
に

は
ど
の
よ
う
な
ゆ
か
り
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

瀬
戸
内
市
と
黒
田
氏
の
関
係

　
実
は
、
官
兵
衛
の
父・職も

と
た
か隆
は
、

備
前
福
岡（
現
在
の
長
船
町
福
岡
）

で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
氏
の
記
録
で
あ
る
﹃
黒
田

家か

ふ譜
﹄
な
ど
に
よ
る
と
、
黒
田
氏

は
、
も
と
も
と
近
江
国
（
現
在
の

滋
賀
県
）
が
本
拠
地
で
し
た
。
官

兵
衛
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
黒
田

高た
か
ま
さ政
は
、永
正
８（
１
５
１
１
）年
、

室
町
幕
府
の
政
権
を
め
ぐ
っ
て
起

こ
っ
た
船
岡
山（
現
在
の
京
都
市
）

の
合
戦
で
軍
令
違
反
を
犯
し
、
本

拠
地
で
あ
る
近
江
国
に
居
ら
れ
な

く
な
り
、
備
前
福
岡
に
移
っ
て
来

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
政
は
、大
永
３
（
１
５
２
３
）

年
、備
前
福
岡
に
て
没
し
ま
し
た
。

妙
興
寺
（
長
船
町
福
岡
）
の
裏
に

あ
る
墓
所
に
は
、
高
政
の
墓
が
あ

る
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
高
政
の
子
・
重し

げ
た
か隆
は
、
父
と
と

も
に
備
前
福
岡
に
移
り
住
み
、
高

政
が
没
し
た
後
、
播
磨
国
姫
路
に

移
り
ま
し
た
。

　
重
隆
の
子
、
職
隆
は
、
大
永
４

（
１
５
２
４
）
年
、
備
前
福
岡
に

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　10 月 31 日（水）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

　
本
め
す
す

  　　　   今月のお

分
～
正
午

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
持
参

▽
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

岡
山
県
内
で
起
こ
っ
た
過
去
の
災
害
、
こ
れ
か
ら
起

こ
り
う
る
災
害
を
科
学
的
に
解
説
。
災
害
対
策
に
つ

い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
災
害
が
少
な
い
と
言
わ

れ
る
岡
山
県
で
す
が
、
本
書
の
例
に
接
す
れ
ば
、
や

は
り
他
人
事
で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
﹃
岡
山
学
﹄
９

岡
山
の
「
災
害
」
を
科
学
す
る

岡
山
理
科
大
学
﹃
岡
山
学
﹄
研
究
会
⁝
編　

吉
備
人
出
版

劇画　戦国武将・宇喜多四代
―岡山城築城物語―
市川俊介…監修　タケバヤシ哲郎…画　吉備人出版

　
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
英
語
で
遊
ぼ
う
！

　
10
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、
牛
窓
中
学
校
外
国
語
指
導
助

手
の
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
と
文
化
交

流
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
英

語
で
遊
ぼ
う
！
」
で
す
。

　
初
め
て
英
語
に
触
れ
る
お
子
さ

ん
で
も
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
で
遊
ん
だ
り
、
英
語
の
歌
を

歌
っ
た
り
し
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
20
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館

▽
対
象　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

　
と
そ
の
保
護
者

▽
定
員　
30
人

※
10
月
２
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▽
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

正
午
、
10
月
14
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
～
午
後
３
時

【
万
年
カ
レ
ン
ダ
ー
︑
う
ち
わ
︑

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
︑
封
筒
の

制
作
】

　

10
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時
、10
月
14
日
（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

【
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
勉
強
会

（
初
心
者
向
け
）】

　
10
月
13
日
（
土
）
午
前
11
時
30

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

岡山城を築いた宇喜多直家は、瀬戸内市内の砥石城で生
まれたと言われています。戦国乱世を戦い抜いた、宇喜
多能家・興家・直家・秀家の生きざまを、漫画でわかり
やすく紹介。宇喜多氏の歴史を知る入門編に最適です。

を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
長
政
は
、

筑
前
に
城
を
築
い
た
際
、
黒
田
氏

発
展
の
基
礎
を
築
い
た
先
祖
の
地

で
あ
る
備
前
福
岡
に
ち
な
み
、「
福

岡
城
」
と
名
付
け
ま
し
た
（﹃
黒

田
家
譜
﹄巻
之
十
四「
長
政
記
」）。

黒
田
サ
ミ
ッ
ト

　
「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
黒
田

官
兵
衛
を
顕
彰
す
る
団
体
な
ど

も
県
外
か
ら
来
市
し
て
交
流
し
ま

す
。
備
前
福
岡
の
歴
史
に
つ
い
て

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
瀬
戸
内

市
」
の
詳
細
は
、
本
紙
11
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
、
の
ち
に
父
と
と
も
に
姫

路
に
移
り
ま
し
た
。

　
﹃
黒
田
家
譜
﹄に
は
、職
隆
が「
備

前
国
福
岡
の
城
」
に
生
ま
れ
た
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

備
前
福
岡
に
つ
い
て

　
福
岡
の
地
は
、
吉
井
川
と
山
陽

道
が
交
わ
る
付
近
に
位
置
し
、
中

世
後
期
に
は
支
配
の
拠
点
と
な
る

守
護
所
が
置
か
れ
、
備
前
国
の
中

心
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
商
業

都
市
と
し
て
も
山
陽
道
随
一
の
繁

栄
を
誇
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。﹃
一

遍
上
人
絵
伝
﹄
に
描
か
れ
た
「
福

岡
の
市い

ち

」
は
特
に
有
名
で
す
。

　
ま
た
、
福
岡
は
、
江
戸
時
代
に

は
岡
山
藩
の
「
在ざ

い
ま
ち町
（
一
定
の
商

業
活
動
の
許
さ
れ
た
村
の
こ
と
）」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

も
、「
市い

ち
ば
こ
う
じ

場
小
路
」
な
ど
の
地
名

が
残
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
県
の
「
福
岡
」
に
つ
い
て

　
黒
田
官
兵
衛
の
子
・
長な

が
ま
さ政
は
、

父
と
と
も
に
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て

功
を
な
し
、
の
ち
に
徳
川
家
康
に

仕
え
て
筑
前
国
（
福
岡
県
西
部
）

備前福岡のまちなみ

映画の上映協力金を
「みちのく未来基金」に寄付

黒田家墓所

 

備
前
福
岡
と
戦
国
の
黒
田
氏

　３月 18 日、中央公民館で、東日本
大震災で被災した宮城県石巻市などで
撮影が行われた映画「エクレール　お
菓子放浪記」の上映会を行いました。
　この上映会は、東日本大震災の復興
支援などを目的として、市民団体など
が中心となった映画上映実行委員会に
より開催されたものです。
　このたび、上映会で集まった上映協
力金など 44,710 円を義援金として震
災孤児の進学支援を行う「公益財団法
人みちのく未来基金」に寄付すること
が決定しました。
　多くの皆さんのご協力
ありがとうございました。
■問い合わせ先　中央公民館
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